
小説『秘境』を拝読して 

                         加賀谷 稔（ｶｶﾞﾔ ﾐﾉﾙ 67 歳） 

 

 合掌、ありがとうございます。 

 私は、『光の泉』誌に連載中、著者・谷口雅宣先生のお気持ちも知らずに、「小説」と

いうだけで拝読をさけていました。幸いにして平成 18 年 12 月、八戸道場落慶記念行事に

参加することができたので、その記念品として『秘境』をいただき、新たに拝読する機会

を与えられましたことを感謝致します。 

 約１日がかりで読み終えたとき、心の底から感動するとともに、深く感心させられまし

た。“秘境”で生き続けてきた一人の孤独な少女サヨと、彼女を現代社会から命がけで守

ろうとする新聞記者との対話、及び共同生活の体験を通して、塚本記者が確信した「人間

は多種多様の動植物から恩恵を受けるだけでなく、それらを人間と同等の“命”として尊

敬し、育む自然と共存した生活」を正しいとする主張と、それに反論するライバル新聞記

者の「人間の知性や感性や欲望も自然の一部なのだから、我々はそれを駆使して、できる

だけ犠牲や混乱を避けながらも、しかしまず人類のために、その後に人類を取り巻く環境

のために（この順序は逆転不可）、科学技術と文化を道具として前進する他はないと思う」

等々を正しいと主張する“自然と人間”に対する見解の相違を示して、地球温暖化時代の

人類の望ましい生き方について、著者は現代社会に警鐘を呼びかけている。そしてその正

否については、その判断を読者の倫理性に任せる形で、地球環境問題の考察を語りかけて

いる。 

 また、副総裁・谷口雅宣先生は、この小説を書きまとめる為に、新聞記者経験もさるこ

とながら、小説の舞台となる土地の地理や歴史の調査研究など、ご多忙にもかかわらず、

地球環境保全に対する正しいあり方を、小説の形を通して一般読者にわかりやすく伝える

為に、並々ならぬ時間と努力を要されて、これを完成させた事を思うとき、先生の愛の深

さに只々感激すると共に、中心帰一の信仰をより一層深めて、中心帰一の実践を通して青

森教区教勢拡大の為に精進する次第であります。 

                                                                        再 拝 

（青森教区地方講師会副会長） 

 


